平成２８年度　鶴居村総合教育会議　議事録（要約版）
日　　時　　平成29年３月29日（水）午前10時30分～12時00分
場　　所　　鶴居村役場庁内会議室
出 席 者　　（構成員）大石村長、国安教育長、石脇教育委員、高橋教育委員
　　　　　　（事務局）佐藤総務課長、伊藤企画財政課長、高松保健福祉課長
佐藤教育課長、佐藤教育課長補佐

欠 席 者　　（構成員）藤原教育委員
会議次第　　１　開会
　　　　　　２　村長挨拶
　　　　　　３　議事
　　　　　　（１）平成29年度教育行政の方針について
　　　　　　（２）子ども・子育て支援の在り方について
　　　　　　（３）村長と教育長との意見交換について
　　　　　　４　その他
　　　　　　５　閉会
１．開　会

（総務課長） 

定刻になりましたので、これより平成28年度鶴居村総合教育会議を開会いたします。

私、佐藤が、本日の会議の進行を務めさせていただきます。
はじめに、藤原教育委員につきましては、所要のため、本日出席することができない旨の連絡を頂いておりますので、皆様にお知らせさせて頂きます。
それでは、大石村長から挨拶を申し上げます。

２．村長の挨拶
（大石村長） 

本日は、平成27年12月１日に開催した総合教育会議に続き、第２回目の開催となりますが、年度末の開催時期となり、公私ともにご多忙の中とは存じますが、ご出席をいただき誠にありがとうございます。

また、石脇委員、高橋委員をはじめとする皆様方には、平素から子ども達の教育の充実発展のために大変なご尽力を賜っておりますことに心から感謝を申し上げたいと思います。

さて、平成27年４月に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行により、全ての地方公共団体において、首長と教育委員会を構成員とする「総合教育会議」を設置することとされました。本村でも、平成27年12月に鶴居村総合教育会議を設置したところであり、鶴居村総合計画と基調し、計画期間を平成29年度までの３年間とする鶴居村教育大綱を定めたところでもあります。
改めて、法律改正が行われた背景につきましては、滋賀県大津市教育委員会の児童生徒の人命に関わる問題への対応に端を発した議論の中で、教育長と教育委員長の職務権限が住民から見ると分かりにくいことや、非常勤の合議体である教育委員会が人命に関わる問題に対して、必ずしも迅速な対応ができないことなどがありました。

これらの課題に対し、教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、教育行政における責任の明確化、迅速な危機管理体制の構築、首長との連携の強化を図ることを目的に、教育委員長と教育長の一本化、総合教育会議の設置、教育の振興に関する施策の大綱の策定など、教育委員会制度が抜本的に見直されたところであります。

そこで、本総合教育会議の役割として、首長と教育委員会が相互の連携を図りつつ、村の教育に係る課題や在るべき姿を共有のうえ、より一層民意を反映した教育行政を推進していくことを期待されているものであります。

また、今までも鶴居村総合計画の策定時や、毎年、住民の皆様にお示しする村政執行方針と教育行政執行方針の編成を通じて、教育の目標や具体的な施策を教育委員会と共有しておりますが、総合教育会議で策定した教育大綱によって一層、両者の教育政策に関する認識を高めながら、一致してその執行に取り組むものであります。
最後に、私達の使命は、子ども達の心身ともに健やかな成長と将来を担う人材を育成し、子供達と保護者、そして地域全体の幸せの向上を図るため、安心で安全な教育環境や子育て環境の充実整備に努めていくことであると考えており、本会議が重要な役割を担うものと期待しているところであります。
つきましては、委員各位のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げまして、甚だ簡単ではありますが、開会に当たっての挨拶とさせていただきます。
３．議事等
（総務課長）

　それでは、本会議の運営につきましては、鶴居村総合教育会議設置要綱に基づいて行ってまいります。要綱第４条第１項の規定に基づき、この後は、村長が議長となり会議を進行いたします。
（大石村長）

　改めまして、要綱の規定により、私が司会進行をさせていただきますので、ご協力方よろしくお願い申し上げます。

　それでは、議事の１番目であります、「平成29年度教育行政の方針について」の件を国安教育長より説明いたします。

（国安教育長）
　教育長の国安でございます。

　平成29年度の教育行政執行方針の内容をはじめ、学習指導要領の改定予定、全国学力学習状況調査と体力調査の結果などについて、お手元の資料で説明させていただきます。
（内容説明を省略）
（大石村長）

　只今の説明について、ご質問はありませんか？

（石脇委員）
　学校教育は心配なく取り組まれおり、生涯学習では配慮して行かなければならない面もあると思われます。文化協会では開村80周年に相応しい村民劇場を11月10日に開催し、当日は紅白に出場された歌手の出演を予定しております。この文化協会の活動をはじめ、安定した取り組みを続けていくために、ソフト・ハード面の充実が必要であり、将来的な道筋が付いていけば良いと思われます。
（高橋委員）
　各学校には配慮を必要とする児童生徒が多数おり、特別支援教育支援員の配置基準は、村長が決めているのか教えてください。
（国安教育長）
　小学校では、ＴＴ（ティームティーチング）の体制を取っており、国語、算数の授業のときに特別支援教育支援員を配置しています。また、中学校では、英語の授業のときに同様の体制を組んでおり、対象となる子供達の基礎学力の底上げに努めております。
（大石村長）
　教育長のお話のとおり、各学校で特別支援教育支援員を必要とする状況に応じて、教育委員会からの要望に基づき予算化を図り、教育環境の充実に努めております。
（大石村長）

　以上で、質疑を終了いたします。

　次の、議事の２番目であります、「子ども・子育て支援の在り方について」の件を高松保健福祉課長より説明いたします。
（保健福祉課長）

　保健福祉課長の高松でございます。

　教育委員会との連携が必要な子育て支援の状況などについて、お手元の資料で説明させていただきます。

　保育園における新年度の取り組みとしては、夏季と冬季の長期休園中においても希望があれば園児１人以上からでも受け入れることとしています。また、今まで保育ママ制度で対応していた未満児保育についてですが、今後は保育園で対応することを予定しています。そして、時間外保育の時間を朝・夕で１時間ずつ延長し、子育て支援体制の充実を図ります。
　現在、保育園や学童保育といった総合的な子育て支援センターとしての機能を備えた新施設の整備に向けては、父母の会や関係者等との意見交換会を数度と開催しており、必要とする機能などについて協議を進めているところです。
（大石村長）

　只今の説明について、ご質問はありませんか？
（高橋委員）
　未満児保育を実施するわけですが、保育士の人数と専門的な対応が必要と思われますが、今後の体制を教えてください。
（保健福祉課長）
　園児数が減少しているので、その分業務の余裕が生まれるため、現在の保育士の人数で対応が可能と判断しております。また、専門研修を毎年受講しており、保育士の資質の向上にも努めておりますので、対応には問題ないと考えております。
（大石村長）

　未満児保育を実施するにあたり、現在、嘱託の身分である保育士２名について新年度からは正職員として採用しますので、十分な対応が図れるものと思われます。
（大石村長）

　以上で、質疑を終了いたします。

事務局の説明したように、子ども・子育て支援事業計画は、総合計画においても、また地方創生事業においても重要な人口ビジョンとの関係からも村政執行の柱であります。乳幼児期から小中学生にいたるまで一貫した幼児教育・義務教育が必要であります。今後ともこの会議の中で、引き続き議論してまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いします。

続いて、議事の３番目であります、「村長と教育委員との意見交換について」に移ります。

それでは、村の教育全般に関することのほか、本会議に係る意見を伺い、今後の教育行政の推進と会議運営に役立ててまいりたいと考えますので、各委員から一言ずつ頂きたいと思います。
まず、石脇委員からお願い致します。

（石脇委員）
　学校は地域の中心的な役割を果たしており、学校を廃止した場合は先生も居なくなり、地域の衰退につながると思われますので、その後の地域における総体的なプランを考える必要があると思われます。もちろん地域住民自身も考えることが大切であり、考える場を設けていただけるかお伺いします。
（国安教育長）
　重要なお話であり、全国的に少子化が進む中、本村においても児童生徒数が減少していくことが推計されています。子供達と保護者、そして地域も考えた教育環境の在り方を考慮する必要があり、慎重に取り組んで行きたいと思います。

（大石村長）

続いて、高橋委員にお願い致します。

（高橋委員）
　今のお話と関連しますが、鶴居村における将来的な学校の適正な数については、どのように考えているのかお伺いします。
（大石村長）

　本村でも、これまで離農などによる地域人口の減少と相まって道路交通網や生活環境の向上などにより学校の統廃合が行われてきた経緯があり、現在は小学校で３校、中学校で２校の設置数となっております。
まずもって学校の存続は第一に考えなければなりませんが、これから将来を担っていく子供達の幸せにつながる教育環境の在り方について充分に考えなければならず、今後の鶴居村の将来を見据えながら、地域と行政が一体となって一番相応しい在り方を見い出して行くことが望ましいものと現時点では思っております。
（大石村長）

　最後に、国安教育長からお願い致します。

（国安教育長）
　まず、タンチョウとの共存共生についてお話しいたしますが、国としてはタンチョウの餌について３割を削減する方針でもありますので、しっかりと村の考え方について国に意見を述べるとともに、関係団体と組織を立ち上げて充分に話し合って行きたいと考えております。
次に、地域に根差した教育による学校間の連携でありますが、同じ中学校区である下幌呂地域と鶴居市街地域との保護者については様々な面で教育の接し方について温度差がありますので、今後、コミュニティースク－ルの組織結成を考えておりますので、その中でしっかりと問題解決とより良い学校づくりに向けて取り組んで参りたいと思います。
（大石村長）

ただ今、石脇委員、高橋委員、教育長から貴重なご意見をいただき感謝申し上げます。頂いたご意見は今後の教育行政の推進や会議運営に役立ててまいりたいと考えます。
４．その他

（大石村長）

　次に、「４．その他」につきましては、本日の会議内容の公表と今後の予定について、事務局から説明を申し上げます。

（総務課長）

　まず、本日の会議内容の公表について申し上げます。

　総合教育会議の取扱として、会議の透明化を図るため、会議の議事録を作成し、公表することとされています。その際、いじめ等の個別事案の場合では関係者の個人情報等を保護することや、新規予算事業で具体的な補助金の額や対象の選定といった内容については公益性を損なう場合があることから非公開とする必要があります。今後、会議の内容を要約して、村ホームページで公表することを予定していますので、予めお知らせさせて頂きます。
　次に、今後の予定についてであります。

　お手元に配布しております、鶴居村教育大綱の策定の件となります。
　平成27年12月に策定した教育大綱は、第４次鶴居村総合計画の基本目標の一つである教育に関する「ひとを育てるむらづくり」を目標として、更に４つの施策区分に分けて、それぞれ現状と課題、主な施策・事業についての内容としております。
　その基本となる第４次総合計画についてですが、計画期間が平成29年度までとなっていることから、現在、次の第５次計画である平成30年度から平成39年度までの10年間の計画について策定作業を進めているところです。鶴居村教育大綱につきましても、第５次総合計画の完成後にその基本目標に沿って策定する必要があることから、今後、総合教育会議で協議を進めていきますので、皆様方のご協力について、よろしくお願い致します。
（大石村長）

　只今の事務局からの説明について、ご質問はありませんか？

　質疑を終了いたします。
５．閉会
（大石村長）

　以上で、本日の議事はすべて終了しました。

最後に、私から閉会にあたっての挨拶を申し上げ、この会議を閉じさせていただきます。
今日は、年度末のご多忙な時期にもかかわらず、石脇委員、高橋委員におかれましては、貴重なご意見も賜り、誠にありがとうございました。
はじめに、教育長から鶴居村の高い学力の状況をはじめ、児童生徒の体力調査の結果についての報告もあり、逞しい子ども達を育てることも大切であると再認識しております。

現在、村では、老朽化したファミリースポーツセンターの方向性や子育て支援施設の建設について協議を進めており、第５次鶴居村総合計画の策定作業にも取り掛かっているところであります。人口や児童生徒数の減少といった全国的な問題もありますが、すぐさま結果はでないかもしれませんが、第５次鶴居村総合計画に位置付けを図りながら、地方創生の取組みとも協調して、住民の皆さんの声を聴き、そしてお知らせしながら、課題の解決とより良い村づくりに向けて鋭意進めて参りたいと考えております。
日頃、鶴居村の教育はしっかりと運営されておりますが、今後、この会議がより一層、教育行政と村行政が共に連携していける場として活躍することを申し上げ、閉会に当っての挨拶とさせて頂きます。
（総務課長） 

ありがとうございました。以上をもって、本日の鶴居村総合教育会議を終了いたします。

事務局からご連絡しますが、今後、総合教育会議設置要綱第２条第３号の規定に基づき、児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じるおそれがあると見込まれる場合など緊急の場合には、この会議を召集させていただきますので、その際にはお集まり宜しくお願い致します。
本日は、誠にありがとうございました。
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